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第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
考
察
の
前
提
と
し
て
、
明
治
二
○
年
勅
令
六
七
号

保
安
条
例
と
同
二
五
年
勅
令
二
号
予
戒
令
の
施
行
状
況
を
あ
ら
ま
し
み
た
．

次
は
そ
れ
ら
の
廃
止
論
を
み
る
の
が
順
序
で
あ
る
。
保
安
条
例
に
つ
い
て
は
、

①

元
老
院
の
時
代
に
も
反
対
者
が
あ
り
、
廃
止
意
見
ま
で
提
出
さ
れ
た
の
だ
が
、

そ
の
存
廃
を
巡
り
長
く
論
議
が
戦
わ
さ
れ
た
の
は
、
予
戒
令
の
場
合
と
同
じ
く

帝
国
議
会
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

保
安
条
例
は
み
れ
ば
分
る
よ
う
に
、
帝
国
憲
法
の
公
布
前
の
法
令
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
廃
止
を
唱
え
る
立
場
に
恰
好
の
材
料
を
提
供
し
た
。
そ
の
効
力
が

憲
法
施
行
後
も
依
然
持
続
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
疑
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
．

２

議
場
で
の
論
議
は
後
に
一
通
り
み
た
い
と
思
う
が
、
政
府
は
効
力
の
疑
義
な
ど

全
く
問
題
に
せ
ず
必
要
と
み
て
は
く
り
返
し
そ
の
四
条
や
五
条
を
発
動
し
た
。

政
府
か
ら
す
れ
ば
憲
法
に
末
尾
の
一
条
が
あ
る
限
り
何
ら
問
題
は
な
い
の
だ
。

「
法
律
規
則
命
令
又
ハ
何
等
ノ
名
称
ヲ
用
ヰ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
此
ノ
憲
法
二
矛
盾

セ
サ
ル
現
行
ノ
法
令
ハ
総
テ
遵
由
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
と
い
う
七
六
条
で
あ
る
。

三
保
安
条
例
廃
止
法
案
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第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口

憲
法
の
末
条
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
内
容
の
法
令
も
、
す
べ
て
そ
の
後
の
効
力
を

保
証
さ
れ
続
け
た
と
い
、
フ
訳
で
あ
る
。

そ
の
た
め
政
府
は
広
く
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
帝
国
議
会
の
開
会
ま
で
に

大
量
の
立
法
を
急
い
だ
。
「
鬼
の
こ
ん
間
に
何
と
や
ら
」
の
諺
ど
お
り
政
府
に

必
要
な
法
令
を
予
め
公
布
し
て
お
き
、
議
会
が
容
塚
し
て
く
る
の
を
さ
け
よ
う

３

と
い
う
段
ど
り
で
あ
り
、
各
省
か
ら
の
議
案
が
法
制
局
に
輻
轄
し
た
と
い
う
。

明
治
二
三
年
二
月
二
五
日
の
議
会
召
集
ま
で
に
、
民
法
商
法
、
民
事
刑
事
の

訴
訟
法
等
々
を
陸
続
と
公
布
し
た
外
、
七
月
二
五
日
治
安
警
察
法
へ
と
繋
が
る

集
会
政
社
法
を
公
布
し
、
九
月
一
八
日
保
安
条
例
や
予
戒
令
の
廃
止
に
係
わ
る

命
令
の
条
項
違
犯
に
関
す
る
罰
則
の
件
を
公
布
し
た
の
で
あ
る
。

序
で
に
最
初
の
議
会
で
保
安
条
例
廃
止
法
案
が
で
た
頃
の
新
聞
の
一
記
事
を

備
忘
か
ら
記
し
て
お
く
。
同
案
は
異
議
も
な
く
可
決
に
な
る
と
予
測
し
た
後
、

マ
秘

「
法
律
第
八
十
六
号
命
令
罰
則
の
法
律
に
し
て
猶
存
せ
ん
歎
、
政
府
は
必
要
と

見
る
以
上
は
何
時
に
て
も
保
安
条
例
同
様
の
命
令
を
発
す
る
を
得
て
：
…
．
故
に

保
安
条
例
廃
止
は
右
命
令
罰
則
廃
止
案
と
相
待
て
、
其
果
を
収
む
る
を
得
く
し

４

と
某
議
員
は
物
語
れ
り
」
。

新
井

勉六
七
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六
八

第
西
議
会

第
三
議
会

第
三
議
会

第
二
議
会

第
己
議
会

第
九
議
会

第
八
議
会

第
七
議
会

第
六
議
会

第
五
議
会

第
四
議
会

第
三
議
会

第
二
議
会

第
一
議
会

議
会

躯
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．
〃
～
銘
・
２
．
羽

皿
・
皿
・
３
～
犯
．
３
．
９

Ⅲ
・
５
．
岨
～
皿
・
６
・
皿

釦
・
皿
・
別
～
帥
・
皿
・
妬

羽
・
皿
・
妬
～
刈
・
３
・
別

羽
・
皿
・
恥
～
的
・
３
．
邪

”
・
蛇
・
別
～
朋
・
３
．
羽

”
・
刑
・
肥
～
”
・
刑
・
別

”
・
５
．
咽
～
〃
・
６
．
２

妬
．
ｎ
．
邪
～
妬
・
皿
・
別

妬
．
ｕ
・
豹
～
茄
・
２
・
恥

妬
．
５
．
６
～
踊
・
６
．
Ｍ

別
。
ｕ
・
鮒
～
別
・
皿
・
閉

羽
。
ｕ
・
的
～
別
．
３
．
７

会
期

金
山
従
革

進
歩
党

Ⅲ
・
５
．
皿

別
・
５
・
閉
可
決

Ⅲ
．
６
．
４

可
決

政
府

刈
・
３
．
５

刈
・
３
．
週
可
決

未
了

竹
内
正
志
外
二
名

進
歩
党

羽
・
岨
・
閉

議
決
不
要

西
村
真
太
郎
外
二
名

進
歩
党

羽
・
３
．
岨

羽
・
３
・
閉
可
決

未
了

谷
沢
竜
蔵
外
三
名

立
憲
革
新
党

”
・
皿
・
別

議
決
不
要

武
市
彰
一
外
一
名

立
憲
革
新
党

”
・
皿
・
別

議
決
不
要

徳
増
源
太
郎

自
由
党

”
・
皿
・
別

邪
．
１
．
Ｍ
可
決

肥
・
１
．
昭
否
決

魚
住
逸
治

立
憲
改
進
党

〃
・
５
・
巧

未
了

山
田
泰
造

弥
生
倶
楽
部

妬
．
ｎ
．
１

議
決
不
要

加
賀
美
嘉
兵
衛
外
一
名

同
盟
倶
楽
部

妬
・
皿
・
恥

妬
・
皿
・
６
可
決

未
了

魚
住
逸
治
外
二
名

議
員
集
会
所

妬
．
ｎ
．
３

妬
・
皿
・
刑
可
決

妬
・
皿
・
皿
否
決

野
口
裟
外
一
名
弥
生
倶
楽
部

妬
．
５
．
羽

妬
・
５
．
邪
可
決

未
了

安
東
九
華

大
成
会

別
．
ｕ
・
帥

別
．
ｎ
．
５
可
決

未
了

加
藤
平
四
郎

弥
生
倶
楽
部

閉
．
ｎ
．
９

羽
・
皿
・
〃
可
決

未
了

提
出
者

所
属
党
派

提
出

衆
議
院
議
決

貴
族
院
議
決

保
安
条
例
廃
止
法
案

議
事
経
過

公316

布．．
法61G

16．解
号25散

皿
・
開
解
散

松
隈
内
閣

戦
時
議
会

広
島
召
集

６
．
２
解
散

皿
・
帥
解
散

岨
・
妬
解
散

備
考
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保
安
条
例
の
存
廃
は
、
帝
国
議
会
を
舞
台
に
し
て
争
わ
れ
た
。
政
府
と
政
党

の
激
し
い
攻
防
で
あ
る
。
ま
た
貴
族
院
で
も
論
戦
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
見
当
を

つ
け
る
た
め
最
初
の
議
会
か
ら
第
一
二
議
会
ま
で
、
廃
止
法
案
の
提
出
と
両
院

⑤

の
議
事
の
結
果
だ
け
を
選
ん
で
み
易
く
し
た
の
が
、
右
に
掲
げ
た
表
で
あ
る
。

第
一
○
議
会
政
府
提
出
の
も
の
の
外
、
法
案
の
提
出
者
は
所
属
党
派
を
つ
け
た

の
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
人
残
ら
ず
衆
議
院
の
議
員
で
あ
る
。

廃
止
法
案
の
提
出
者
と
そ
の
所
属
党
派
に
つ
い
て
少
し
註
が
い
る
よ
う
だ
。

提
出
者
が
複
数
の
場
合
も
煩
雑
に
な
る
の
を
嫌
い
、
右
の
表
に
は
そ
の
筆
頭
者

一
人
を
あ
げ
て
お
い
た
。
党
派
と
い
う
の
は
当
然
そ
の
人
が
属
し
た
党
派
だ
。

⑥

そ
し
て
そ
の
際
な
る
べ
く
当
該
議
会
で
の
所
属
を
み
つ
け
る
こ
と
に
努
め
た
。

各
議
会
毎
の
議
員
の
党
籍
な
り
所
属
会
派
な
り
が
必
ず
し
も
確
実
に
掴
め
な
い

こ
と
か
ら
、
大
き
な
誤
り
が
な
い
と
よ
い
と
思
、
フ
。

蛇
足
を
恐
れ
ず
も
う
少
し
註
を
加
え
て
お
く
と
、
党
派
の
欄
の
弥
生
倶
楽
部

や
議
員
集
会
所
と
い
う
の
で
は
脈
絡
が
分
り
難
い
。
と
も
に
初
期
議
会
衆
議
院

の
院
内
団
体
の
こ
と
だ
。
弥
生
倶
楽
部
は
第
一
議
会
の
場
合
は
立
憲
自
由
党
、

７

第
二
議
会
か
ら
自
由
党
、
議
員
集
会
所
は
立
憲
改
進
党
と
よ
み
か
え
を
す
る
。

そ
し
て
印
象
を
い
え
ば
、
自
由
党
や
他
の
会
派
は
第
八
第
九
議
会
辺
り
を
堺
に

し
て
廃
止
に
熱
を
失
い
、
対
照
的
に
独
り
改
進
党
・
進
歩
党
系
が
終
始
廃
止
に

固
執
し
続
け
た
よ
う
だ
。
保
安
条
例
だ
け
で
な
く
、
予
戒
令
の
廃
止
の
場
合
も

自
由
党
と
進
歩
党
の
立
場
の
違
い
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
境
界
線
を
ひ
い
た
第
九
議
会
と
い
う
の
は
、
超
然
主
義
と
藩
閥
打
倒
を

修
正
し
て
、
政
府
と
自
由
党
が
提
携
し
て
迎
え
た
議
会
で
あ
る
。
序
で
に
少
し

先
走
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
成
果
を
政
府
提
出
法
案
の
成
立
数
で
み
れ
ば
、

８

－
度
の
議
会
で
そ
の
前
八
回
分
の
総
数
を
凌
駕
し
た
の
で
あ
る
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

第
一
議
会
帝
国
議
会
に
お
け
る
保
安
条
例
の
存
廃
論
を
最
初
の
議
会
か
ら

順
を
お
い
み
て
い
こ
う
。
第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
考
察
の
前
段
階
と
し
て
の

作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
事
内
容
の
大
筋
を
辿
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
。

そ
う
い
う
目
的
だ
か
ら
、
議
事
録
か
ら
そ
の
ま
ま
論
議
を
ひ
く
単
純
な
手
法
で

進
め
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
際
演
説
や
討
論
は
勢
い
冗
長
な
部
分
が
多
く
、

枝
葉
の
み
な
ら
ず
根
幹
を
落
す
場
合
も
で
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
逆
に
恋
意
の

引
用
に
よ
る
き
り
は
り
の
作
文
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
無
駄
な
部
分

で
も
残
す
こ
と
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
’
さ
て
明
治
二
三
年
二
月
二
九
日
、

初
め
て
議
会
が
開
会
さ
れ
審
議
が
軌
道
に
の
る
と
、
衆
議
院
に
一
二
月
九
日
、

９

弥
生
倶
楽
部
加
藤
平
四
郎
が
保
安
条
例
廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。

そ
の
廃
止
法
案
提
出
の
理
由
と
し
て
提
案
者
が
幾
つ
か
並
べ
た
文
書
で
は
、

次
の
よ
う
に
い
う
の
だ
。
「
現
行
保
安
条
例
ノ
各
条
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
甚
ダ
厳
酷

ニ
シ
テ
他
ノ
法
令
ト
緩
厳
其
権
衡
ヲ
得
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
斯
ル
条
例
ノ
存
在

ス
ル
コ
ト
ハ
、
却
テ
内
ハ
民
心
ノ
和
ヲ
破
り
外
ハ
国
家
ノ
体
面
ヲ
汚
損
ス
、
我

政
府
ガ
之
ヲ
発
布
シ
タ
ル
当
時
ノ
状
況
ヲ
追
想
ス
ル
ニ
、
当
局
者
モ
亦
只
必
要

ヲ
当
時
ニ
感
ジ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
永
久
不
変
ノ
良
法
ナ
リ
ト
シ
テ
発
セ
ラ
レ

タ
ル
モ
ノ
ニ
モ
非
ザ
ル
ヲ
信
ズ
ル
ナ
リ
、
方
今
ノ
現
状
二
必
要
ヲ
見
ザ
ル
本
条
例

００

ノ
如
キ
ハ
、
速
二
廃
止
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
考
ス
」
。

一
二
月
一
八
日
の
第
一
読
会
冒
頭
、
提
案
者
が
説
明
を
行
い
、
憲
法
一
三
条

「
日
本
臣
民
ハ
法
律
ノ
範
囲
内
二
於
テ
居
住
及
移
転
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」
と
い
う

規
定
か
ら
、
保
安
条
例
は
同
条
に
抵
触
し
て
無
効
だ
と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、

憲
法
末
条
か
ら
考
え
て
、
同
条
例
は
何
と
か
法
律
の
中
に
入
る
の
だ
と
し
た
。

「
果
シ
テ
然
ラ
バ
此
ノ
保
安
条
例
ハ
、
世
ノ
中
二
生
キ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、

我
々
ハ
此
ノ
保
安
条
例
ノ
範
囲
内
デ
ナ
ク
ッ
テ
ハ
、
住
居
及
ビ
移
転
ノ
自
由
ヲ

六
九
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得
ナ
イ
モ
ノ
ト
言
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
然
ウ
ス
ル
ト
、
甚
ダ
誠
二
迷
惑
ノ
コ
ト
デ

ア
ル
、
余
儀
ナ
ク
是
ハ
廃
止
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
と
次
の
よ
う
に
の
べ
た
。

「
此
ノ
保
安
条
例
ノ
全
体
七
箇
条
ヲ
見
マ
ス
ル
ニ
、
一
箇
条
ト
シ
テ
是
ハ
鄭
重

二
考
へ
夕
上
二
考
ヲ
尽
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
四
千
万
ノ
臣
民
ガ
日
本
ノ
法
律
ト

シ
テ
遵
奉
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
う
価
値
ア
ル
コ
ト
ヲ
見
出
サ
ナ
イ
、
余
程

是
ハ
軽
忽
二
成
立
ツ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
私
ハ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
ル
」

「
今
日
以
後
二
於
テ
、
若
シ
臨
機
ノ
処
分
ナ
レ
バ
、
警
察
官
ノ
職
権
二
於
テ
、

或
ハ
行
政
官
ノ
職
権
二
於
テ
、
若
ク
ハ
憲
法
第
八
条
九
条
ノ
天
皇
ノ
御
特
権
二

於
テ
、
如
何
ナ
ル
場
合
ト
錐
モ
、
之
ヲ
防
邉
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ
ス
ノ
ニ
、
斯
ル

法
律
ヲ
設
ケ
テ
、
存
在
セ
シ
メ
テ
置
イ
テ
、
日
本
国
二
生
レ
テ
居
ル
者
ノ
人
心

ヲ
繋
イ
デ
行
カ
ウ
ト
云
フ
ハ
甚
ダ
宜
シ
ク
ナ
イ
、
之
ヲ
存
在
ス
ル
コ
ト
ハ
、
私

ガ
即
前
二
申
シ
マ
ス
通
り
、
日
本
国
ノ
汚
点
デ
ア
ル
、
誠
二
美
ハ
シ
イ
日
本
ト

云
う
顔
へ
泥
ヲ
塗
ラ
レ
テ
居
ル
感
ヲ
抱
イ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
．
：
…

０

日
本
国
ノ
中
ョ
リ
保
安
条
例
ヲ
退
去
セ
シ
メ
ヤ
ウ
ト
云
う
考
」
だ
と
結
ん
だ
。

た
だ
一
人
議
員
集
会
所
大
津
淳
一
郎
が
反
対
意
見
を
の
べ
た
。
そ
れ
も
ま
ず

「
此
ノ
議
場
一
天
一
種
ノ
感
情
ガ
ア
ッ
テ
、
此
ノ
衆
議
院
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
ハ
、

一
種
ノ
感
情
二
支
配
セ
ラ
レ
」
云
々
と
き
り
だ
し
た
こ
と
か
ら
、
議
場
騒
然
。

「
今
舷
二
立
法
部
ガ
成
立
ツ
テ
、
我
々
ガ
完
全
ナ
ル
法
律
ヲ
栫
ヘ
ヤ
ウ
ト
云
う

今
日
二
当
ツ
テ
、
此
ノ
保
安
ノ
条
例
ヲ
不
都
合
卜
見
ル
ナ
ラ
バ
、
之
二
対
シ
テ

適
当
ナ
ル
改
正
ヲ
加
ヘ
ネ
バ
、
立
法
部
ヲ
保
ツ
モ
ノ
ト
云
ハ
レ
マ
セ
ウ
カ
…
…
」

「
緊
急
命
令
ヲ
発
ス
レ
バ
如
何
ナ
ル
コ
ト
デ
モ
出
来
ル
ト
云
フ
ガ
、
緊
急
命
令

杯
ヲ
発
セ
ラ
レ
ナ
イ
ノ
ハ
、
此
ノ
立
法
部
ノ
我
々
ガ
希
望
ス
ル
所
デ
…
…
此
ノ

緊
急
命
令
二
依
頼
シ
テ
一
種
ノ
感
情
カ
ラ
シ
テ
、
保
安
条
例
ヲ
廃
シ
テ
仕
舞
ウ

０１

卜
云
ウ
ノ
ハ
、
諸
君
ハ
如
何
ナ
ル
考
力
大
二
怪
ム
ベ
キ
」
だ
と
き
め
つ
け
た
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

一
二
月
二
二
日
に
は
、
二
読
会
三
読
会
を
省
略
、
今
度
は
何
の
論
も
で
ず
に

⑬

す
ぐ
採
決
、
満
場
一
致
に
近
い
賛
成
で
廃
止
法
案
が
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

民
党
は
議
会
に
臨
ん
で
、
同
法
案
の
衆
議
院
通
過
に
少
し
も
危
倶
を
抱
か
ず
に

い
た
の
で
、
違
憲
論
を
く
り
広
げ
る
こ
と
を
初
め
に
自
分
で
放
棄
し
て
平
然
。

改
正
す
れ
ば
す
む
と
い
う
廃
止
反
対
論
が
で
て
も
、
全
廃
を
叫
ん
で
き
く
耳
を

も
た
な
い
。
と
い
う
の
は
明
治
二
○
年
一
二
月
の
記
憶
が
な
お
鮮
烈
で
あ
り
、

議
員
は
誰
も
保
安
条
例
に
等
し
く
反
発
し
て
い
た
。
同
条
例
に
対
す
る
反
発
の

「
感
情
」
が
議
場
に
渦
ま
い
て
い
た
。
予
想
ど
お
り
の
結
果
だ
。

衆
議
院
が
廃
止
法
案
を
可
決
し
て
僅
か
二
○
日
、
翌
二
四
年
一
月
一
三
日
、

山
県
内
閣
が
保
安
条
例
四
条
を
発
動
し
た
こ
と
は
、
既
に
み
た
。
翌
一
四
日
は

先
般
来
の
予
算
案
全
院
委
員
会
の
会
議
に
先
だ
ち
、
弥
生
倶
楽
部
鈴
木
昌
司
が

０

同
条
例
執
行
解
除
の
建
議
を
す
る
た
め
緊
急
動
議
を
提
出
し
た
。

議
員
集
会
所
犬
養
毅
が
「
私
ハ
此
ノ
緊
急
動
議
二
大
賛
成
デ
ア
リ
マ
ス
…
…

発
議
者
ノ
趣
意
一
天
大
不
賛
成
デ
ア
ル
大
反
対
デ
ア
ル
」
と
の
べ
た
よ
う
に
、

予
算
案
審
議
を
巡
り
民
党
内
部
の
硬
軟
両
派
の
対
立
に
院
外
で
壮
士
が
横
行
、

そ
れ
を
み
て
警
視
庁
が
し
た
一
掃
策
に
対
し
て
は
、
議
員
の
足
並
が
乱
れ
た
。

「
私
ハ
此
ノ
今
憂
国
ノ
志
士
ガ
ど
う
ト
カ
云
う
辞
ヲ
耳
二
入
レ
タ
ガ
…
…
社
会

ノ
平
和
ヲ
破
り
国
家
ノ
治
安
ヲ
乱
ル
暴
民
デ
ア
ル
、
乱
民
デ
ア
ル
、
此
ノ
暴
民

乱
民
二
対
シ
テ
、
警
察
権
ノ
及
ブ
丈
取
締
リ
ヲ
や
ラ
レ
ル
ノ
ハ
素
ョ
リ
希
望
ス
ル

所
デ
ア
ル
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
…
…
衆
議
院
ハ
先
キ
ー
大
多
数
ヲ
以
テ
、
保
安
条
例

廃
ス
ベ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
議
決
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
未
ダ
上
院
ヲ
通
過
シ
ナ
イ
、

未
ダ
天
皇
陛
下
ノ
裁
可
ヲ
経
ナ
イ
ト
錐
、
た
っ
た
先
日
衆
議
院
二
於
テ
削
除

ヲ
議
決
シ
タ
コ
ト
ヲ
眼
前
二
や
ラ
レ
タ
ノ
ハ
、
政
府
ガ
徳
義
上
や
ル
ベ
キ
事
柄

ノ
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
と
い
う
犬
養
の
外
、
賛
否
両
論
。
投
票
が
行
わ
れ
た
結
果
、

七
○
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黒
球
二
九
に
対
し
て
白
球
八
四
で
、
同
条
例
執
行
解
除
を
政
府
に
建
議
す
る

０１

た
め
特
別
委
員
を
設
置
す
る
議
案
は
、
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

閉
会
日
の
三
月
七
日
、
貴
族
院
は
、
衆
議
院
が
提
出
し
て
き
た
廃
止
法
案
の

第
一
読
会
を
夕
方
よ
う
や
く
開
い
た
。
そ
し
て
侯
爵
中
山
孝
麿
が
発
言
し
て
、

「
此
法
案
ヲ
廃
棄
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
未
ダ
時
機
早
シ
ト
認
メ
テ
居
り
マ
ス
、

現
二
衆
議
院
二
於
テ
廃
棄
シ
マ
シ
タ
ル
後
政
府
ハ
必
要
ヲ
認
メ
テ
屡
々
法
律
ノ

執
行
ヲ
ナ
シ
テ
居
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
無
論
未
ダ
時
機
早
シ
ト
認
メ
テ
居
り
マ
ス
」

争

仙
Ⅳ０

と
い
う
論
が
で
た
外
は
、
何
の
論
も
な
く
て
散
会
。
政
府
提
出
の
議
案
を
先
に

審
議
せ
よ
と
い
、
フ
議
院
法
の
規
定
が
あ
る
と
い
え
、
同
法
案
は
す
て
お
か
れ
て

冷
た
く
葬
り
さ
ら
れ
た
。
政
府
は
そ
の
間
二
度
ま
で
保
安
条
例
を
施
行
し
て
、

衆
議
院
議
員
を
ゆ
さ
ぶ
り
分
断
し
た
。
他
方
伊
藤
を
議
長
と
し
た
貴
族
院
は
、

「
憲
法
の
柱
石
」
と
し
て
の
役
割
を
何
も
し
な
い
こ
と
で
果
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
議
会
衆
議
院
で
は
開
会
後
間
も
な
い
明
治
二
四
年
二
月
三
○
日
、

大
成
会
安
東
九
華
が
保
安
条
例
廃
止
法
案
を
提
出
。
翌
月
五
日
が
第
一
読
会
。

「
此
条
例
ハ
全
体
非
常
二
備
ヘ
ル
所
ノ
特
別
法
デ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
テ
、
一
時
勿
卒

ノ
際
二
成
立
ツ
モ
ノ
ト
存
ジ
マ
ス
、
甚
ダ
不
完
全
ナ
ル
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
、

其
上
甚
ダ
条
項
モ
厳
酷
ニ
渉
リ
マ
ス
、
尚
ホ
日
本
人
民
ノ
権
利
上
二
関
係
ス
ル

様
ナ
コ
ト
モ
ア
ル
様
二
認
メ
マ
ス
、
夫
レ
デ
是
ハ
モ
ウ
速
二
廃
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト

存
ジ
マ
ス
、
…
…
之
ヲ
廃
サ
ズ
ニ
置
キ
マ
ス
ル
ト
、
又
一
時
僅
ナ
事
二
昨
年
ノ

如
ク
剛
力
政
治
家
ノ
頭
ノ
上
二
「
ス
テ
ッ
キ
」
ガ
廻
ハ
ル
ト
カ
云
フ
コ
ト
デ
、

濫
用
ス
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
ス
ル
ハ
、
実
二
或
ハ
国
家
ノ
体
面
二
関
ス
ル
コ
ト
昨
モ

考
ヘ
ラ
レ
マ
ス
、
甚
ダ
ド
ウ
モ
不
要
ナ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ル
」
と
い
、
フ
の
で
あ
る
。

内
務
次
官
白
根
専
一
が
「
事
実
二
必
要
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
法
律
ハ
存
シ
テ
置
カ

ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
ー
セ
ヌ
、
若
シ
法
律
ガ
ナ
カ
ラ
ン
一
天
、
栫
ヘ
ニ
ヤ
、
ナ
ラ
ヌ

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

位
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
」
と
前
お
き
し
て
か
ら
、
第
一
議
会
の
衆
議
院
内
外

の
暴
行
事
件
や
騒
動
と
、
そ
の
後
二
、
三
地
方
の
暴
行
の
例
を
数
え
あ
げ
て
、

「
何
ン
ト
カ
彼
ノ
輩
ノ
跡
ヲ
絶
シ
様
二
致
シ
タ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
本
官
ハ
実
二

孜
々
勉
励
シ
テ
勤
メ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
奈
何
セ
ン
未
ダ
其
跡
ヲ
絶
チ
マ
セ
ヌ
、

…
…
又
イ
ッ
何
時
ド
ン
ナ
椿
事
ヲ
出
来
ス
ル
カ
モ
是
ハ
期
シ
難
イ
」
こ
と
だ
。

「
一
月
ノ
十
三
日
ニ
ハ
…
…
現
在
必
要
ノ
事
ガ
出
来
テ
已
ム
ヲ
得
ズ
此
案
ヲ
施
行

シ
タ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
、
其
翌
日
十
四
日
二
当
院
二
於
テ
緊
急
動
議
ガ
起
リ

マ
シ
テ
、
実
行
ノ
解
除
ヲ
ス
ル
コ
ト
ノ
議
ガ
起
リ
マ
シ
タ
、
其
時
分
二
当
リ

マ
シ
テ
ハ
解
除
ス
ル
コ
ト
ハ
否
決
ト
ナ
ッ
タ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ヵ
」
と
巧
み
に

⑱

論
詰
し
て
、
保
安
条
例
の
存
廃
に
つ
い
て
議
員
の
熟
考
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
効
を
奏
し
て
か
「
此
法
律
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
唯
空
シ
ク
ア
ル
モ
ノ
デ

ナ
ク
シ
テ
、
必
ズ
必
要
二
依
ツ
テ
存
在
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
、
其
必
要

ガ
除
カ
ヌ
中
ハ
決
シ
テ
廃
セ
ラ
レ
ヌ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
政
府
委
員
と
同
じ
論
理

０９

の
反
対
が
で
た
も
の
の
、
後
の
読
会
を
省
略
し
て
、
廃
止
法
案
を
可
決
し
た
。

貴
族
院
は
一
二
月
一
二
日
に
第
一
読
会
を
開
会
。
白
根
次
官
が
廃
止
法
案
に

対
し
て
前
と
同
じ
理
由
を
並
べ
た
て
て
反
駁
し
た
。
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
熟
々
我
憲
法
ヲ
見
マ
ス
ル
ニ
我
憲
法
ハ
臣
民
ノ
自
由
ヲ
制
限
ス
ル
ニ
ハ
必
ズ

法
律
ヲ
以
テ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
…
…
其
自
由
ハ
絶
対
的
二
制
限
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ

ナ
ラ
ヌ
ト
云
う
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
か
ら
憲
法
の
精
神
に
背
反
し
て
な
い
。

安
藤
則
命
が
質
問
の
中
で
「
現
行
法
律
ハ
如
何
ナ
ル
罪
人
ヲ
拘
引
ス
ル
モ
夫
々

手
順
ヲ
尽
シ
又
証
拠
モ
得
テ
サ
ウ
シ
テ
調
ブ
ル
ト
見
エ
マ
ス
…
…
此
保
安
条
例

ハ
人
民
ノ
思
想
二
立
入
ツ
テ
想
像
ヲ
以
テ
拘
引
シ
其
上
一
応
ノ
取
調
べ
モ
致
シ

マ
セ
ヌ
…
…
実
二
現
行
法
律
ノ
精
神
二
大
反
対
シ
テ
居
マ
ス
」
と
の
べ
た
が
、

”

政
府
委
員
が
た
だ
一
蹴
。
審
査
委
員
を
選
ん
だ
が
、
解
散
に
よ
り
審
議
未
了
。

七
一
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第
三
議
会
激
し
い
選
挙
干
渉
の
後
に
開
か
れ
た
議
会
で
は
、
両
院
が
政
府

に
対
し
て
責
任
を
追
及
。
貴
族
院
は
政
府
に
善
処
を
希
望
す
る
建
議
を
行
い
、

衆
議
院
は
政
府
に
退
陣
を
促
す
決
議
を
し
た
の
で
、
松
方
内
閣
は
高
圧
姿
勢
で

議
会
に
停
会
を
命
じ
た
。
停
会
中
明
治
二
五
年
五
月
二
一
日
の
保
安
条
例
四
条

の
施
行
は
、
既
に
み
た
。
そ
の
た
め
衆
議
院
で
は
再
開
さ
れ
た
五
月
二
三
日
、

‘

弥
生
倶
楽
部
野
口
髪
と
議
員
集
会
所
加
藤
政
之
助
が
廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。

三
日
後
の
第
一
読
会
、
ま
ず
野
口
が
「
去
ル
ー
十
一
日
本
条
例
ヲ
施
行
ス
ル

ニ
当
リ
マ
シ
テ
、
京
城
三
里
以
外
ノ
逐
客
ト
ナ
ッ
タ
モ
ノ
ハ
我
民
党
ニ
ハ
殊
二

多
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
彼
ノ
吏
党
二
至
ツ
テ
ハ
少
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

先
ヅ
何
故
二
斯
ノ
如
ク
我
民
党
ニ
ハ
多
ク
致
シ
マ
シ
テ
カ
ラ
ニ
、
彼
ノ
吏
党
ニ

ハ
少
ナ
イ
カ
、
思
う
二
専
制
主
義
ノ
脳
髄
ヲ
以
テ
カ
ラ
ニ
、
専
制
政
体
ノ
遺
物

”

ダ
ル
法
律
ヲ
行
う
故
二
、
斯
ノ
如
キ
不
公
平
ガ
起
ル
ノ
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
ル
」
。

次
に
加
藤
が
続
け
て
の
べ
る
に
は
、
保
安
条
例
は
内
乱
や
陰
謀
に
よ
り
帝
都

の
危
急
の
場
合
に
行
う
に
適
す
る
が
、
尋
常
の
場
合
に
適
す
る
も
の
で
な
い
。

「
我
今
日
ハ
如
何
ナ
ル
時
勢
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
…
…
所
謂
言
論
ヲ
以
テ
武
器
ト

シ
テ
道
理
二
由
ツ
テ
争
フ
ノ
時
代
デ
ア
ル
、
縦
令
内
閣
員
ト
錐
モ
道
理
二
背
イ
タ

コ
ト
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
輿
論
二
背
馳
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
此
責
ヲ
負
フ
テ
退
カ
ネ
バ

ナ
ラ
ヌ
、
…
…
近
頃
僅
二
幾
人
カ
ノ
若
キ
者
共
ガ
議
員
ノ
頭
ヲ
二
三
度
郷
ツ
タ

ト
ヵ
、
或
ハ
幾
ラ
ヵ
ノ
強
ィ
言
葉
ヲ
以
テ
脅
迫
ヲ
加
ヘ
テ
見
タ
ト
ヵ
云
う
粒
ノ

０

些
細
ナ
ル
事
実
デ
ア
ル
、
此
些
細
ナ
ル
事
実
」
で
施
行
の
必
要
が
あ
る
の
か
。

内
務
次
官
白
根
専
一
・
多
数
の
壮
士
の
存
在
を
盾
に
存
続
論
を
主
張
し
て
、

第
一
議
会
の
緊
急
動
議
は
「
慥
力
八
十
幾
ツ
ト
百
二
十
幾
ツ
デ
大
多
数
ヲ
以
テ

否
決
致
シ
タ
コ
ト
デ
ア
ル
、
然
ラ
バ
立
憲
政
治
ニ
ア
ッ
テ
モ
矢
張
解
除
シ
ナ
イ

方
ガ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
認
メ
テ
居
ラ
ル
、
コ
ト
ハ
、
現
在
ア
ル
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
。
（
新
井
勉
）

施
行
が
不
公
平
と
い
う
が
「
民
党
ガ
多
イ
ヤ
ラ
吏
党
ガ
多
イ
ヤ
ラ
、
如
何
ナ
ル

者
ガ
民
党
卜
云
フ
カ
、
吏
党
ト
云
フ
カ
、
其
辺
ノ
コ
ト
ハ
随
分
差
別
ノ
六
ケ
シ
イ

コ
ト
＆
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
能
ク
民
党
ハ
百
十
五
人
ト
カ
、
吏
党
ガ
何
人
ト
カ
云
う

００

様
ナ
計
算
ガ
立
チ
マ
シ
タ
ノ
ニ
ハ
、
本
官
ハ
甚
ダ
感
服
」
し
た
と
い
う
答
弁
。

廃
止
論
は
議
員
集
会
所
橋
本
久
太
郎
が
登
壇
し
て
「
民
党
ガ
今
日
ヤ
ル
事
ハ

不
穏
当
ノ
事
力
、
穏
当
ノ
事
カ
ト
言
フ
ト
、
実
二
穏
当
ノ
ヤ
リ
方
二
違
ヒ
ナ
イ
、

皆
道
理
ヲ
以
テ
政
府
ノ
不
都
合
ヲ
責
メ
、
道
理
ヲ
以
テ
今
日
ノ
政
府
ノ
非
政
失
行

ヲ
答
メ
テ
居
ル
…
…
モ
ノ
ニ
、
ソ
レ
ニ
此
保
安
条
例
ヲ
行
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
即
チ
此
今
日
ノ
場
合
二
至
ラ
シ
メ
タ
者
ノ
罪
卜
言
ハ
ザ
ル
ヲ

得
ヌ
ト
思
う
」
と
政
府
を
厳
し
く
攻
撃
し
た
中
で
、
次
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

「
今
日
ノ
如
ク
政
府
ハ
卑
怯
未
練
ニ
モ
保
安
条
例
ヲ
実
施
ス
ベ
キ
場
所
デ
ナ
イ

ノ
ニ
、
之
ヲ
実
施
ス
ル
位
デ
ア
ル
カ
ラ
、
之
ヲ
存
シ
テ
置
タ
ナ
ラ
バ
、
他
日
ノ

場
合
ヲ
恐
レ
ル
、
彼
ノ
選
挙
干
渉
ノ
場
合
一
天
実
二
政
府
ハ
甚
シ
イ
ヤ
リ
方
ヲ

シ
ダ
、
予
戒
令
ヲ
実
施
シ
テ
不
公
平
不
都
合
ヲ
極
ハ
メ
タ
働
ヲ
シ
タ
ガ
、
此
保
安

条
例
ヲ
置
タ
ナ
ラ
バ
又
政
府
ガ
之
ヲ
利
用
シ
テ
他
日
議
会
解
散
等
ガ
万
一
ア
ッ
タ

”

時
分
二
、
之
ヲ
実
施
シ
テ
ド
ン
ナ
コ
ト
ヲ
ヤ
リ
ョ
ル
カ
分
ラ
ヌ
ト
思
う
」
と
。

存
続
論
も
一
つ
で
た
。
衆
議
院
の
多
数
の
議
員
が
壮
士
を
使
曠
し
て
い
る
と

い
、
フ
事
実
を
指
摘
し
て
、
廃
止
法
案
を
時
機
尚
早
と
退
け
る
意
見
で
あ
る
が
、

政
府
委
員
の
無
責
任
な
答
弁
に
怒
り
、
衆
議
院
は
同
法
案
を
即
日
可
決
し
た
。

貴
族
院
で
は
六
月
一
日
、
第
一
読
会
を
開
会
し
て
、
一
言
の
議
論
も
な
し
に
、

前
回
と
同
じ
よ
う
に
し
て
同
法
案
の
審
査
委
員
の
選
挙
を
行
い
、
今
回
は
そ
の

鯛

委
員
会
を
一
度
は
開
い
た
も
の
の
よ
、
フ
で
あ
る
が
、
会
期
終
了
で
審
議
未
了
。

衆
議
院
が
連
続
し
て
三
度
廃
止
を
可
決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
期
待

ど
お
り
貴
族
院
の
握
り
潰
し
に
敗
れ
た
の
で
あ
る
。

七
二
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第
四
議
会
元
勲
総
出
の
政
府
の
下
開
か
れ
た
議
会
の
雰
頭
、
明
治
二
五
年

一
二
月
一
日
に
首
相
代
理
井
上
内
相
が
施
政
方
針
を
演
説
し
た
。
そ
し
て
ま
ず

「
憲
法
ノ
条
章
二
遵
由
シ
、
行
政
百
般
ノ
機
関
ヲ
シ
テ
憲
法
的
ノ
動
作
ヲ
為
サ

シ
メ
以
テ
益
々
其
改
善
ヲ
図
リ
上
ハ
宏
謨
ヲ
遵
奉
シ
テ
国
家
ノ
基
礎
ヲ
輩
固
ニ

シ
下
ハ
人
民
ノ
権
利
ヲ
保
全
シ
テ
其
慶
福
ヲ
増
進
」
す
る
と
い
う
立
憲
派
伊
藤

”

の
内
閣
ら
し
い
言
辞
が
、
衆
議
院
の
議
場
に
お
い
て
朗
読
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

衆
議
院
で
は
翌
々
日
、
議
員
集
会
所
魚
住
逸
治
、
弥
生
倶
楽
部
愛
沢
寧
堅

同
盟
倶
楽
部
伊
東
祐
賢
、
三
人
が
連
名
で
保
安
条
例
廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。

一
二
月
一
○
日
の
第
一
読
会
で
は
愛
沢
が
登
壇
し
、
提
案
理
由
を
今
更
詳
し
く

論
じ
な
く
て
も
議
場
を
通
過
す
る
と
確
信
す
る
が
、
政
府
に
い
い
た
い
と
し
て

「
万
ガ
ー
現
内
閣
二
於
キ
マ
シ
テ
モ
矢
張
専
制
時
代
ノ
余
弊
ヲ
改
ム
ル
コ
ト
ガ

出
来
マ
セ
ズ
シ
テ
、
議
会
多
数
ノ
傾
向
ハ
如
何
ア
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
前
内
閣
及

前
々
内
閣
卜
同
様
ノ
意
見
」
で
あ
れ
ば
頗
る
不
都
合
で
あ
ら
う
。
と
い
う
の
は

井
上
内
相
が
明
言
し
た
で
は
な
い
か
、
「
憲
法
的
ノ
動
作
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ト
ハ

ド
ウ
云
フ
コ
ト
デ
ア
ル
カ
、
即
チ
輿
論
二
従
ツ
テ
政
治
ヲ
ナ
ス
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル

コ
ト
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
う
、
又
人
民
ノ
権
利
ヲ
保
全
ス
ル
ト
ハ
ド
ウ
云
フ
コ
ト
デ

ア
ル
カ
、
苛
虐
ナ
ル
法
律
ノ
下
二
吾
人
ヲ
待
夕
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル

”

コ
ト
デ
ア
ル
ダ
ラ
ウ
ト
考
へ
マ
ス
」
か
ら
羊
頭
狗
肉
で
な
い
よ
う
希
望
し
た
。

内
務
次
官
渡
辺
千
秋
が
反
論
し
た
。
「
政
体
ノ
変
遷
ハ
近
年
御
承
知
ノ
通
デ

ア
ル
、
然
ル
上
デ
人
民
ノ
政
治
的
於
テ
ノ
活
動
ノ
度
ヲ
高
メ
タ
コ
ト
ハ
、
諸
君

モ
御
承
知
ノ
通
デ
ア
ル
、
左
ス
レ
バ
或
ハ
恐
ル
公
権
ヲ
濫
用
シ
テ
秩
序
ヲ
素
ル

コ
ト
モ
勘
カ
ラ
ヌ
、
国
家
ノ
安
寧
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
モ
鮮
カ
ラ
ヌ
訳
デ
・
…
：
今
日

ノ
政
府
ハ
、
益
々
之
ヲ
厳
密
二
監
督
ヲ
加
へ
、
斯
ノ
如
ク
公
権
ヲ
濫
用
シ
秩
序

ヲ
素
ル
加
キ
モ
ノ
ハ
十
分
ノ
取
締
ヲ
致
シ
テ
、
此
監
督
ヲ
今
日
二
保
持
セ
ザ
レ
バ

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
。
（
新
井
勉
）

其
帰
ス
ル
所
何
レ
ニ
至
ル
カ
知
レ
マ
セ
ヌ
…
…
不
生
産
的
ノ
徒
ガ
、
此
秩
序
以
内

二
安
ズ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
、
徒
二
色
々
ノ
志
ヲ
暹
フ
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
、

実
二
秩
序
ノ
変
更
ヲ
求
メ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
秩
序
ノ
変
更
二
大
ニ
菫
望
ス
ル
ノ

デ
ア
ル
カ
ラ
、
之
ヲ
今
日
二
防
ガ
ザ
レ
バ
遂
二
其
底
止
ス
ル
所
何
レ
ニ
ア
ル
カ

．
…
：
誠
二
此
人
民
ノ
政
治
的
ノ
活
動
、
理
財
的
ノ
競
争
ノ
甚
シ
キ
ニ
至
ル
場
合

卿

ニ
ハ
此
秩
序
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
ハ
此
条
例
ガ
甚
ダ
必
要
ナ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
・

不
生
産
の
徒
の
賊
雇
は
と
も
か
く
、
政
治
運
動
の
昂
揚
を
存
続
理
由
と
し
て

あ
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
弥
生
倶
楽
部
加
藤
喜
右
衛
門
か
ら
当
然
質
問
が
で
、

「
政
治
的
ノ
動
作
ガ
高
マ
ル
カ
ラ
悪
ル
イ
、
高
マ
ル
タ
メ
ニ
保
安
条
例
ヲ
置
ク
ト

云
う
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
と
わ
れ
、
続
い
て
同
じ
所
属
の
折
田
兼
至
か
ら
、

「
現
政
府
ハ
又
第
三
総
選
挙
ノ
時
二
方
ツ
テ
、
前
政
府
ガ
為
シ
ダ
如
キ
コ
ト
ヲ

学
ン
デ
、
唯
一
方
ニ
ノ
ミ
保
安
条
例
ヲ
実
施
ス
レ
バ
宜
イ
ト
云
フ
精
神
ヲ
以
テ
、

此
保
安
条
例
ヲ
維
持
シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
ル
カ
」
と
き
か
れ
、
政
府
委
員
は

公
権
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
か
、
全
国
一
般
に
行
う
も
の
だ
と
か
答
弁
。

「
外
二
社
会
ノ
秩
序
ヲ
保
シ
丈
ノ
政
府
二
於
テ
手
段
ガ
ナ
イ
カ
」
の
追
及
に
も

帥

「
手
段
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
し
た
が
、
衆
議
院
は
、
今
回
も
即
日
可
決
し
た
。

貴
族
院
は
一
二
月
一
六
日
に
第
一
読
会
を
開
会
。
審
査
委
員
の
選
定
を
議
長

に
委
ね
て
、
そ
の
際
特
に
「
世
人
ヲ
シ
テ
貴
族
院
ハ
卑
怯
ナ
ル
握
り
潰
シ
ノ
策

ヲ
執
ツ
タ
ト
云
う
考
ヲ
懐
カ
セ
ル
コ
ト
ハ
貴
族
院
ノ
タ
メ
ニ
甚
ダ
遺
憾
ト
ス
ル

８

…
…
薄
命
不
幸
ナ
ル
議
案
」
に
一
週
間
の
審
査
期
限
を
つ
け
る
動
議
が
成
立
。

そ
の
た
め
同
月
一
二
日
の
会
議
で
、
委
員
長
子
爵
岡
部
長
職
が
報
告
し
て
、

「
審
議
ノ
末
委
員
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
大
多
数
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
保
安
条
例
ハ
今
日

二
於
テ
全
廃
ス
ル
ハ
社
会
情
勢
ノ
許
サ
蜜
ル
所
ト
云
フ
ノ
理
由
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
」

”

衆
議
院
提
出
廃
止
法
案
に
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
決
し
た
と
の
べ
た
。

七
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右
の
報
告
に
は
公
爵
近
衛
篤
麿
が
、
「
唯
今
委
員
長
ノ
説
明
ヲ
聞
キ
マ
シ
テ

モ
ド
ウ
モ
要
領
ヲ
得
マ
セ
ヌ
、
特
別
委
員
ハ
一
週
間
ノ
内
二
何
ノ
調
査
ヲ
サ
レ
タ

カ
ヲ
誹
ル
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
不
満
を
表
し
て
二
日
間
の
再
調
査
を
希
望
し
た
。

続
い
て
子
爵
関
博
直
も
、
そ
の
報
告
は
「
ナ
ゼ
之
ヲ
許
サ
ゴ
ル
カ
ト
云
う
要
領

ヲ
得
マ
セ
ヌ
、
果
シ
テ
我
ガ
社
会
目
下
ノ
状
況
ハ
如
何
ノ
有
様
デ
ア
ル
、
斯
ル

有
様
デ
ア
ル
カ
ラ
此
保
安
条
例
ヲ
全
廃
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
得
ラ
レ
ナ
イ
ト
云
う

理
由
ノ
御
報
告
ハ
ナ
イ
」
と
し
て
再
調
査
に
賛
成
し
た
の
だ
が
、
採
決
を
し
た

鯛

結
果
は
少
数
の
賛
成
し
か
え
ら
れ
ず
、
近
衛
の
動
議
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

子
爵
谷
干
城
が
登
壇
、
保
安
条
例
は
明
治
二
三
年
憲
法
政
治
の
実
施
に
よ
り

消
滅
し
た
と
考
え
て
い
た
「
所
ガ
初
度
ノ
議
会
二
於
キ
マ
シ
テ
カ
ラ
ニ
、
豈
二

図
ラ
ム
ヤ
衆
議
院
ノ
方
ハ
之
ヲ
存
立
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
認
メ
テ
或
ハ
廃
止
案
ヲ

出
シ
、
遂
ニ
ハ
又
夫
レ
ヲ
実
地
二
行
フ
ト
云
う
様
ナ
事
柄
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
カ
ラ

本
員
ノ
考
ト
ハ
モ
ウ
既
二
大
イ
ニ
反
対
」
で
あ
る
。
憲
法
七
六
条
の
反
対
解
釈

か
ら
憲
法
に
矛
盾
す
る
法
令
は
き
え
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
二
四
条

「
日
本
臣
民
ハ
法
律
二
定
メ
タ
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
奪
ハ
ル
、

コ
ト
ナ
シ
」
と
あ
る
の
に
「
所
ガ
此
保
安
条
例
ハ
ド
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
…
…

退
去
ノ
命
ヲ
受
ケ
テ
期
日
又
ハ
時
間
内
二
退
去
セ
サ
ル
者
又
ハ
退
去
シ
タ
ル
ノ

後
更
二
禁
ヲ
犯
ス
者
ハ
ー
年
以
上
三
年
以
下
ノ
軽
禁
銅
二
処
シ
価
五
年
以
下
ノ

監
視
二
附
ス
、
ド
ウ
モ
酷
イ
罪
デ
ア
リ
マ
ス
、
所
ガ
之
ヲ
一
言
ノ
訴
願
ヲ
ス
ル

コ
ト
モ
何
ス
ル
コ
ト
モ
出
来
ナ
イ
、
矢
庭
二
引
ッ
捕
マ
ヘ
テ
之
ヲ
禁
銅
ス
ル
ト

云
う
訳
デ
ア
ル
、
所
ガ
今
申
ス
通
り
憲
法
ノ
ー
十
四
条
ニ
ハ
「
…
…
」
、
分
リ

マ
シ
タ
カ
、
夫
レ
ヲ
奪
フ
テ
仕
舞
フ
テ
居
ル
、
…
…
憲
法
二
十
四
条
ト
七
十
六
条

卜
引
合
セ
テ
見
タ
ナ
ラ
バ
、
此
保
安
条
例
ハ
ト
ウ
ニ
死
ン
デ
仕
舞
ツ
テ
居
ル
、

之
ヲ
今
日
二
作
用
ス
ル
コ
ト
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
即
チ
憲
法
違
反
デ
ア
ル
…
…
」

○

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

そ
の
外
不
都
合
の
箇
条
は
「
警
察
官
ガ
必
要
ト
認
メ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
禁
ズ
ル
ト

云
上
或
ハ
治
安
二
妨
害
ノ
虞
ア
ル
ト
認
メ
ル
ト
キ
云
々
内
閣
ガ
臨
時
必
要
ト

認
メ
ル
ト
キ
ハ
云
々
、
是
レ
ハ
認
メ
ル
ト
云
フ
テ
是
レ
程
ヒ
ド
イ
コ
ト
ヲ
ス
ル

コ
ト
ハ
既
二
憲
法
ノ
精
神
二
背
イ
テ
居
ル
、
又
安
藤
君
ノ
言
ハ
ル
、
如
ク
法
律

ノ
精
神
二
背
イ
テ
居
ル
、
認
メ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
就
テ
ハ
ド
ウ
鑑
定
ガ
附
ク
カ

…
…
認
メ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
実
二
危
イ
モ
ノ
デ
、
決
シ
テ
今
日
ノ
憲
法
政
治
ニ

ナ
ッ
テ
カ
ラ
ニ
認
ム
ル
ナ
ド
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
妄
二
人
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ハ

出
来
ル
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
と
強
調
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
同
じ
く
憲
法
二
三
条

「
日
本
臣
民
ハ
法
律
二
依
ル
ー
非
ス
シ
テ
逮
捕
監
禁
審
問
処
罰
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ナ
シ
」
の
規
定
を
あ
げ
て
「
是
し
程
明
瞭
二
掲
ゲ
テ
ア
ル
コ
ト
ヲ
警
察
官
ナ
ド

ノ
想
像
ヲ
以
テ
ア
イ
ッ
ハ
謀
叛
シ
サ
ウ
ナ
奴
ダ
、
ア
イ
ッ
ハ
皇
居
近
ク
ニ
妄
二

置
カ
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
、
矢
庭
二
斯
ウ
云
う
処
置
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ
専
制

政
治
卜
云
フ
テ
モ
是
レ
ハ
余
程
ヒ
ド
イ
話
デ
…
…
今
日
憲
法
政
治
ノ
上
二
於
キ

マ
シ
テ
ハ
決
シ
テ
是
レ
ハ
成
立
シ
ベ
キ
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
と
の
べ
、
終
り
に
特
に

「
此
皇
居
又
ハ
行
在
所
ナ
ド
ト
云
フ
ハ
、
日
本
ナ
ド
ニ
決
シ
テ
皇
室
二
対
シ
テ

不
暹
ヲ
働
ク
者
ハ
ナ
イ
ト
認
メ
テ
居
り
マ
ス
、
若
シ
有
ル
ニ
シ
テ
モ
、
無
イ
ト

認
メ
ナ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
国
体
上
認
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
夫
レ
ヲ
以
テ
斯
ウ

云
フ
モ
ノ
ニ
掲
ゲ
ル
卜
云
フ
ノ
ハ
洵
二
国
体
上
カ
ラ
云
フ
テ
モ
不
都
合
千
万
」

の
も
の
で
、
衆
議
院
の
議
決
ど
お
り
廃
止
す
る
の
が
「
至
当
ノ
道
理
」
で
あ
り

剛

「
妄
二
唯
言
合
セ
テ
立
チ
マ
ス
ル
不
同
意
ハ
洵
二
院
ノ
体
面
」
に
関
わ
る
と
。

安
藤
則
命
が
登
壇
し
、
保
安
条
例
は
明
治
二
○
年
一
二
月
二
六
日
の
元
老
院

の
検
視
の
際
一
同
が
不
服
を
唱
え
た
こ
と
が
あ
り
、
翌
二
一
年
九
月
二
四
日
の

議
官
井
田
譲
の
廃
止
意
見
提
出
の
際
も
多
数
の
議
官
が
賛
成
し
た
と
の
べ
て
、

既
に
少
し
は
ふ
れ
た
が
、
第
二
議
会
以
来
の
同
条
例
の
廃
止
論
を
展
開
し
た
。

七
四
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「
保
安
条
例
ノ
精
神
ハ
人
民
ノ
貴
重
ナ
ル
権
利
ヲ
重
ン
ゼ
ズ
シ
テ
行
政
警
察
官

ガ
人
民
ノ
思
想
二
立
入
り
唯
想
像
ヲ
以
テ
之
ヲ
拘
引
シ
テ
一
言
ノ
取
調
モ
致
サ
ズ

直
二
之
ガ
退
去
ヲ
命
ズ
ル
カ
ラ
シ
テ
若
シ
又
其
刑
二
服
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
期
限

ヲ
外
シ
マ
ス
レ
バ
、
過
ギ
マ
ス
レ
バ
刑
法
ヲ
以
テ
論
ズ
ル
…
…
斯
様
ナ
ル
所
ハ

私
ガ
飽
ク
マ
デ
モ
刑
法
二
触
レ
テ
居
ル
」
遺
憾
至
極
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

「
今
一
箇
条
ハ
第
四
条
デ
即
チ
保
安
条
例
ノ
主
眼
ト
見
エ
マ
ス
皇
居
又
ハ
行
在

所
ヲ
距
ル
三
里
以
内
ノ
地
二
住
居
又
ハ
寄
留
ス
ル
者
ニ
シ
テ
：
…
・
此
皇
居
又
ハ

行
在
所
ト
云
う
文
字
ハ
甚
ダ
私
ハ
穏
ナ
ラ
ヌ
文
字
卜
考
へ
ラ
レ
マ
ス
ガ
、
此
文
字

ヲ
立
テ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
マ
ア
畏
レ
多
キ
コ
ト
ナ
ガ
ラ
皇
室
二
対
シ
奉
ツ
テ
何
ヵ

不
敬
ヲ
懐
ク
様
ナ
恐
ヲ
生
ズ
ル
タ
メ
ニ
設
ケ
タ
様
二
見
エ
マ
ス
ガ
、
実
以
テ
容
易

ナ
ラ
ザ
ル
文
字
ト
私
ハ
信
ジ
マ
ス
…
…
又
斯
様
ナ
目
二
遭
上
マ
ス
ト
モ
ウ
ー
ッ

激
心
ヲ
生
ジ
テ
又
再
ビ
出
テ
来
夕
ト
キ
一
天
死
ヲ
以
テ
、
皇
室
ノ
御
名
ヲ
以
テ

ス
ル
ト
云
う
心
配
ヲ
ス
ル
、
其
事
ヲ
当
時
私
ハ
断
然
述
べ
マ
シ
タ
、
警
察
ガ
十
分

鯛

カ
ヲ
籠
メ
サ
ヘ
ス
レ
バ
夫
レ
ガ
即
チ
生
キ
タ
ル
保
安
条
例
デ
ア
ル
…
…
」
と
。

保
安
条
例
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
非
難
に
、
法
制
局
長
官
末
松
兼
澄
が

弁
明
し
て
、
二
三
条
刑
事
手
続
の
法
定
違
反
に
は
、
「
是
レ
ハ
非
常
ノ
場
合
二

適
用
ス
ル
法
律
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
或
ル
手
続
上
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
普
通
ノ
方
法

マ
シ

ト
違
ヒ
マ
ス
ル
ニ
セ
ョ
其
効
力
如
何
ト
云
フ
コ
ト
ニ
至
レ
バ
刑
法
モ
法
律
此
レ

モ
法
律
デ
ア
ル
カ
ラ
…
…
特
別
法
ヲ
布
イ
タ
上
ハ
特
別
法
ガ
効
力
ヲ
有
シ
」
・

二
四
条
裁
判
を
う
け
る
権
利
の
侵
害
に
対
し
て
は
、
「
ア
レ
ヲ
裁
判
ス
ル
ー
ヌ

普
通
ノ
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ケ
ヌ
様
二
仰
ツ
シ
ヤ
ル
ガ
、
是
レ
ハ
矢
張
り
夫
々

裁
判
ノ
手
続
ヲ
経
テ
サ
ウ
シ
テ
裁
判
官
ガ
宣
告
ス
ル
訳
ニ
ナ
ッ
テ
居
り
マ
ス
」

と
し
た
が
、
明
治
二
○
年
々
末
の
際
は
裁
判
し
た
の
か
と
谷
に
尋
ね
ら
れ
る
と

㈱

「
ア
ノ
時
ノ
事
ト
云
フ
ノ
ハ
其
事
ハ
私
ハ
ー
々
見
夕
訳
デ
モ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
」
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

た
だ
一
人
細
川
潤
次
郎
が
存
続
論
を
陳
述
し
て
、
廃
止
論
者
の
嫌
う
警
察
の

「
手
心
地
二
依
ツ
テ
左
右
セ
ラ
ル
、
ト
云
う
此
危
険
ナ
穏
当
デ
ナ
イ
ト
云
う
様

ナ
コ
ト
ハ
丁
度
夫
レ
ガ
一
種
ノ
妙
ナ
ル
所
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
思
う
．
…
：
此
四
条
ガ

最
モ
其
保
安
条
例
ノ
精
神
ノ
注
イ
デ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
認
メ
マ
ス
ト
云
う
卜

丸
デ
其
警
察
官
一
二
任
ヲ
致
シ
テ
居
ル
精
神
卜
見
エ
マ
ス
…
…
即
チ
云
々
ス
ル

ト
認
ム
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
云
々
、
其
認
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
権
ヲ
警
察
官
、
即
チ

其
上
等
二
位
ス
ル
所
ノ
警
視
総
監
二
委
ネ
テ
ア
ル
、
サ
ウ
云
う
其
権
限
委
任
ト

云
う
委
任
状
ノ
如
キ
ー
種
ノ
法
律
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
尋
常
ノ
刑
法
ナ
ド
ヲ
解
釈

ス
ル
所
ノ
判
断
デ
ハ
是
レ
ハ
決
シ
テ
能
ク
了
解
ス
ル
コ
ト
ノ
出
来
ヌ
モ
ノ
デ
」
、

そ
の
用
い
方
次
第
で
社
会
の
た
め
に
も
暴
政
に
も
な
る
こ
と
か
ら
警
視
総
監
の

人
選
が
極
め
て
重
要
だ
。
同
条
例
の
施
行
の
際
あ
る
友
人
が
填
国
シ
ュ
タ
ィ
ン

に
質
問
し
た
と
こ
ろ
が
、
「
夫
レ
デ
宜
シ
イ
・
…
：
警
視
総
監
ダ
ル
所
ノ
人
…
…

此
人
ヲ
サ
ヘ
能
ク
得
サ
ヘ
ス
レ
バ
決
シ
テ
危
険
ノ
虞
ハ
ナ
イ
筈
デ
ア
ル
ト
云
う

㈱

コ
ト
ヲ
申
サ
レ
タ
」
が
、
人
を
え
て
権
限
を
濫
用
し
な
い
限
り
有
益
で
あ
る
。

政
府
委
員
も
細
川
も
、
廃
止
論
の
根
拠
の
一
つ
で
「
皇
居
又
ハ
行
在
所
」
の

文
字
が
国
体
上
問
題
だ
と
し
た
点
は
、
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
既
に
刑
法
に

謀
反
大
逆
の
規
定
を
お
い
た
以
上
は
、
今
更
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
の
か
。

因
に
新
律
綱
領
の
編
纂
で
副
島
種
臣
が
「
本
邦
の
如
き
、
国
体
万
国
に
卓
越
し
、

皇
統
連
綿
と
し
て
古
来
か
つ
て
社
稜
を
競
観
し
た
る
者
な
き
国
に
お
い
て
は
、棚

か
く
の
如
き
不
祥
の
条
規
は
全
然
不
必
要
で
あ
る
」
と
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
議
論
に
続
き
、
三
浦
安
が
廃
止
論
か
ら
、
今
般
政
府
は
施
政
演
説
で

「
政
府
ハ
務
メ
テ
憲
法
ノ
範
囲
内
二
於
テ
進
行
ス
ル
」
と
と
い
た
こ
と
か
ら
、

憲
法
よ
り
前
の
法
令
は
、
「
憲
法
ト
抵
触
ス
ル
ヤ
セ
ザ
ル
ヤ
卜
云
フ
コ
ト
ハ
、

余
程
今
日
丁
寧
二
丁
寧
ヲ
加
ヘ
テ
政
府
ニ
モ
処
置
ヲ
セ
ヌ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
時
」
だ
。

七
五
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「
十
分
丁
寧
ヲ
加
ヘ
テ
考
ヘ
テ
見
マ
ス
レ
バ
此
保
安
条
例
ト
云
う
モ
ノ
ハ
ド
ウ

ア
ッ
テ
モ
憲
法
第
二
十
三
条
第
二
十
四
条
二
対
シ
テ
ハ
衝
突
ヲ
シ
マ
ス
ル
モ
ノ

ト
言
ハ
ザ
ル
ヲ
得
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
…
…
以
前
カ
ラ
法
律
デ
定
マ
ッ
テ

ア
ル
カ
ラ
宜
シ
イ
ト
云
ツ
テ
強
テ
引
当
テ
レ
バ
言
葉
ハ
附
キ
マ
ス
ル
ガ
、
其
精
神

ヲ
考
ヘ
テ
見
マ
ス
レ
バ
ド
ウ
モ
警
察
官
ノ
思
想
ノ
ミ
ヲ
以
テ
其
是
非
ヲ
冥
々
中
二

決
断
シ
テ
其
臣
民
タ
ル
モ
ノ
ヲ
逮
捕
監
禁
審
問
処
罰
ス
ル
コ
ト
ニ
当
リ
マ
ス
ル

ガ
、
或
ハ
其
他
ノ
事
二
付
テ
処
置
ヲ
ス
ル
ト
云
う
コ
ト
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
是
レ
ハ

憲
法
ノ
精
神
ニ
ハ
合
ヒ
マ
セ
ヌ
…
…
、
ド
ウ
モ
法
律
卜
云
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
手
心

デ
イ
ケ
ル
見
計
ヒ
デ
イ
ケ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
妙
ナ
モ
ノ
ヲ
存
シ
テ
置
ク
ト
云
フ

コ
ト
ハ
ド
ウ
モ
憲
法
二
対
シ
テ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
、
是
レ
ハ
憲
法

発
布
以
前
デ
ア
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
此
様
ナ
妙
ナ
コ
ト
モ
出
来
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
・
・
…
．

憲
法
政
治
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
之
ヲ
実
施
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
以
上
ハ
法
律
的
ノ
コ
ト
ハ

飽
マ
デ
モ
明
白
正
大
ニ
シ
テ
裁
判
官
ヲ
初
メ
裁
判
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
今
日
万
般
二

処
ス
ル
行
政
官
卜
錐
モ
即
チ
法
律
二
基
イ
テ
法
律
以
外
二
走
セ
ル
コ
ト
ノ
手
心
、

妙
ナ
コ
ト
ヲ
サ
セ
ヌ
卜
云
フ
ノ
ガ
憲
法
実
施
ノ
効
能
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
上
マ
ス
」

「
今
日
此
廃
止
案
ノ
出
マ
シ
タ
ノ
ハ
何
ョ
リ
仕
合
ノ
コ
ト
デ
行
政
官
ダ
ル
所
ノ

総
理
大
臣
二
於
テ
ス
ラ
務
メ
テ
憲
法
ノ
範
囲
内
二
於
テ
進
行
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト

デ
ア
レ
バ
帝
国
議
会
ハ
立
法
権
ヲ
協
賛
ス
ル
所
ノ
権
利
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
、
立
法

ヲ
協
賛
ス
ル
大
権
ヲ
輔
佐
致
シ
マ
ス
ル
貴
族
院
ニ
シ
テ
別
シ
テ
憲
法
ト
相
比
較

シ
マ
シ
テ
憲
法
二
少
シ
デ
モ
相
反
シ
マ
ス
ル
様
ナ
モ
ノ
ハ
或
ハ
之
ヲ
修
正
シ
テ

矯
直
シ
或
ハ
甚
シ
キ
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
議
院
適
当
ノ
義
務
」
と

鋤

思
う
の
で
、
保
安
条
例
廃
止
法
案
を
両
院
合
同
し
て
可
決
す
る
べ
き
も
の
だ
。

採
決
し
氏
名
点
呼
を
し
た
結
果
は
、
出
席
総
数
一
五
○
人
中
、
廃
止
法
案
を

棚

可
と
す
る
議
員
は
四
○
、
否
と
す
る
議
員
二
○
で
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

第
五
議
会
明
治
二
六
年
二
月
二
八
日
の
帝
国
議
会
開
院
の
式
の
当
日
、

衆
議
院
で
は
同
盟
倶
楽
部
加
賀
美
嘉
兵
衛
と
無
所
属
山
口
千
代
作
が
保
安
条
例

廃
止
法
案
を
提
出
し
た
。
三
日
後
の
一
二
月
一
日
、
弥
生
倶
楽
部
山
田
泰
造
も

同
じ
法
案
を
提
出
し
た
。
同
月
六
日
に
は
加
賀
美
外
一
名
が
提
出
し
た
法
案
の

第
一
読
会
が
開
会
さ
れ
、
山
口
が
提
案
理
由
を
簡
単
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

「
一
体
此
法
律
案
、
条
例
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
既
往
二
遡
ツ
テ
考
ヘ
テ
見
マ
ス
レ

バ
、
随
分
此
社
会
ニ
ハ
惨
毒
ヲ
流
シ
テ
居
り
マ
ス
法
律
案
デ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
テ
、

成
程
専
制
治
下
ニ
在
ツ
テ
ハ
或
ハ
必
要
ナ
法
律
案
力
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
最
早
今
日

ノ
如
キ
立
憲
政
体
ノ
ト
キ
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
此
法
律
案
ノ
、
条
例
ノ
必
要
ガ

帆

ア
ル
カ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
私
ガ
喋
々
論
ジ
マ
ス
ル
迄
モ
ナ
イ
」
の
だ
。

法
制
局
長
官
末
松
謙
澄
の
反
論
も
短
い
も
の
だ
。
「
明
治
二
十
三
年
ヲ
期
シ

テ
議
会
ガ
開
ケ
タ
以
上
ハ
日
本
ハ
立
派
ナ
立
憲
国
ニ
ナ
ッ
テ
…
…
人
民
ガ
文
明

ノ
議
論
二
進
ム
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
期
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
併
ナ
ガ
ラ
…
…
一
期

以
来
ノ
状
況
ヲ
見
マ
ス
ル
ト
、
議
員
諸
君
ハ
、
我
々
モ
同
ジ
コ
ト
デ
ア
ル
、
公
明

ナ
ル
議
論
ヲ
シ
、
高
等
ノ
立
派
ナ
理
論
デ
此
世
ノ
中
ヲ
進
メ
テ
往
カ
ウ
ト
云
フ

ニ
、
其
裏
面
二
向
ツ
テ
ハ
如
何
ナ
ル
コ
ト
ガ
続
々
ト
シ
テ
起
り
シ
、
ア
ル
カ
、

将
二
起
ラ
ン
ト
シ
、
既
二
起
ッ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
度
々
斯
様
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
、

今
日
ノ
時
勢
デ
ハ
此
法
律
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ト
云
う
、
私
ハ
十
分

感
覚
ヲ
持
ツ
テ
居
り
マ
ス
、
而
シ
テ
政
府
二
於
テ
モ
其
考
デ
ア
リ
マ
ス
…
…
」

㈹

擁
護
に
努
め
た
も
の
の
、
衆
議
院
は
、
今
回
も
即
日
可
決
を
し
た
の
で
あ
る
。

貴
族
院
は
一
二
月
九
日
に
第
一
読
会
を
開
い
た
。
ま
ず
侯
爵
醍
醐
忠
順
が
、

「
今
以
テ
是
レ
ガ
極
不
必
要
ト
モ
感
ジ
マ
セ
ヌ
ガ
、
先
ヅ
暫
ク
歳
月
モ
経
テ
、

党
派
モ
幾
分
力
緩
ミ
モ
シ
左
程
騒
擾
ノ
様
ニ
モ
考
ヘ
マ
セ
ヌ
ガ
、
マ
ア
斯
様
ナ

コ
ト
ヲ
数
度
衆
議
院
カ
ラ
モ
提
出
ナ
リ
マ
ス
ル
ニ
毎
々
本
院
デ
通
過
致
シ
マ
セ
ヌ

七
六
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モ
民
望
ニ
モ
副
ハ
ヌ
訳
、
且
又
物
ニ
ハ
程
度
ト
申
ス
モ
ノ
モ
ア
リ
マ
ス
、
イ
ッ

㈱

マ
デ
モ
墨
守
ス
ル
理
合
デ
モ
ア
ル
マ
イ
カ
…
…
今
回
ハ
通
過
ヲ
希
望
」
し
た
。

続
い
て
安
藤
則
命
が
、
「
既
二
今
日
ハ
憲
法
モ
布
カ
レ
タ
リ
、
帝
国
議
会
モ

開
ケ
タ
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
、
之
ヲ
永
久
据
置
ク
御
見
込
ハ
政
府
二
於
テ
モ
ド
コ

ニ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
し
て
保
安
条
例
を
必
要
と
す
る
理
由
の
説
明
を
求
め
た
。

政
府
委
員
末
松
謙
澄
は
、
「
近
年
ノ
情
況
二
於
キ
マ
シ
テ
視
察
致
シ
マ
ス
ル
ニ

目
今
二
於
テ
之
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
目
今
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

将
来
ト
云
フ
コ
ト
モ
…
…
イ
ッ
ナ
ラ
バ
廃
メ
ラ
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
御
約
束
ヲ

申
シ
テ
置
ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
、
…
…
彼
是
社
会
ノ
裡
面
ナ
ド
ヲ
色
々

観
察
シ
ダ
所
デ
今
日
保
安
条
例
ヲ
衆
議
院
ノ
如
ク
全
廃
致
シ
テ
ハ
甚
ダ
治
安
上

二
於
テ
ハ
心
元
ナ
イ
」
か
ら
政
府
は
全
廃
に
反
対
の
意
見
で
あ
る
と
の
べ
た
。

「
私
ハ
行
政
警
察
官
ノ
精
神
ガ
生
キ
タ
ル
保
安
条
例
ト
見
テ
居
り
マ
ス
、
行
政

警
察
官
ノ
精
神
ガ
ア
ル
故
二
有
名
無
実
ナ
ル
此
保
安
条
例
ヲ
据
置
カ
レ
ル
ノ
ハ

却
ツ
テ
大
害
ヲ
醸
ス
ノ
基
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
安
藤
が
考
え
を
披
瀝
し
て
か
ら
、

例
の
四
条
の
皇
居
ま
た
は
行
在
所
の
語
句
に
つ
い
て
重
ね
て
委
員
に
質
し
た
。

「
甚
ダ
ド
ウ
モ
当
ヲ
得
ザ
ル
文
字
ニ
シ
テ
皇
室
二
対
シ
奉
ツ
テ
仇
ヲ
ス
ル
モ
ノ

ヲ
退
去
セ
シ
メ
ル
様
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、
此
不
穏
当
ナ
ル
文
字
ヲ
殊
更
ラ
ニ
此
二

記
シ
テ
ア
ル
、
此
必
要
ノ
点
ハ
ド
ウ
云
う
次
第
」
な
の
か
に
末
松
が
答
え
て
、

「
現
行
ノ
法
律
ハ
共
二
遵
奉
シ
マ
ス
ル
ノ
デ
、
夫
レ
デ
政
府
モ
議
員
モ
共
二
現
行

ノ
法
律
二
付
テ
解
釈
ヲ
下
ス
ノ
デ
ア
ル
、
現
行
ノ
法
律
ノ
文
字
ガ
不
穏
デ
ア
ル

ト
カ
不
穏
デ
ナ
イ
ト
カ
云
フ
コ
ト
ヲ
一
々
委
員
ガ
答
弁
ス
ル
モ
ノ
デ
」
な
い
。

’

二
人
の
質
疑
応
答
の
後
、
審
査
委
員
の
選
定
が
今
回
も
議
長
に
委
託
さ
れ
た
。

委
員
が
選
ば
れ
委
員
会
は
で
き
た
が
、
政
府
が
対
外
硬
派
に
対
抗
し
て
議
会
を

二
度
停
会
し
停
会
中
衆
議
院
を
解
散
、
貴
族
院
は
停
会
が
続
い
て
審
議
未
了
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

第
六
議
会
第
七
議
会
明
治
二
七
年
一
度
目
の
総
選
挙
は
、
三
月
一
日
に

行
わ
れ
た
。
五
月
一
五
日
に
議
会
が
開
会
に
な
る
と
早
速
当
日
、
衆
議
院
で
は

立
憲
改
進
党
魚
住
逸
治
が
保
安
条
例
廃
止
法
案
を
提
出
し
た
が
、
議
事
日
程
に

⑮

上
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
六
月
二
日
の
再
度
の
解
散
に
よ
り
全
く
審
議
未
了
。

対
外
硬
派
に
自
由
党
も
加
わ
り
前
年
末
の
解
散
を
非
難
す
る
決
議
案
を
可
決
、

更
に
内
政
外
交
上
政
府
責
任
を
追
及
す
る
上
奏
案
を
可
決
し
た
た
め
で
あ
る
。

明
治
二
七
年
二
度
目
の
総
選
挙
は
、
日
清
戦
争
下
の
九
月
一
日
に
行
わ
れ
、

大
本
営
の
あ
る
広
島
に
翌
一
○
月
一
五
日
に
召
集
し
た
議
会
は
、
一
八
日
か
ら

一
週
間
と
定
め
ら
れ
た
。
戦
時
議
会
と
い
う
の
で
、
政
党
は
政
府
攻
撃
を
中
止

し
て
僅
か
四
日
で
議
事
を
終
了
し
た
。
そ
の
間
政
府
の
提
出
し
た
臨
時
軍
事
費

予
算
案
と
関
連
の
法
案
、
同
じ
く
緊
急
勅
令
の
承
諾
議
案
を
審
議
し
た
外
は
、㈹

貴
族
院
議
員
か
ら
も
衆
議
院
議
員
か
ら
も
一
つ
の
法
案
も
提
出
し
て
い
な
い
。

第
八
議
会
日
清
の
戦
争
が
大
勢
を
決
し
て
明
治
二
七
年
一
二
月
二
四
日
、

元
の
東
京
で
議
会
が
開
会
さ
れ
る
と
早
速
そ
の
日
、
衆
議
院
で
は
保
安
条
例
の

廃
止
法
案
が
同
時
に
三
つ
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
由
党
徳
増
源
太
郎
が
、

立
憲
革
新
党
武
市
彰
一
と
無
所
属
漆
間
民
夫
二
議
員
が
連
名
で
、
立
憲
革
新
党

の
四
議
員
、
谷
沢
竜
蔵
、
西
田
忠
之
、
加
賀
美
嘉
兵
衛
と
沼
田
宇
源
太
が
名
を

連
ね
て
提
出
し
た
の
だ
。
翌
二
八
年
一
月
一
○
日
、
徳
増
提
出
法
案
に
つ
い
て

第
一
読
会
が
開
会
さ
れ
、
提
案
者
が
登
壇
し
て
そ
の
提
出
理
由
を
説
明
し
た
。

「
我
帝
国
議
会
開
設
以
来
年
ヲ
重
ヌ
ル
五
回
、
議
会
ノ
開
会
ハ
八
回
デ
ア
ル
、

然
ル
ー
未
ダ
斯
ノ
如
キ
専
制
政
府
ノ
遺
物
ナ
ル
保
安
条
例
ヲ
掃
蕩
ス
ル
コ
ト
ノ

出
来
ナ
イ
コ
ト
ハ
、
一
ハ
以
テ
我
帝
国
ノ
体
面
ヲ
漬
シ
、
一
ハ
以
テ
我
立
憲
ノ

歴
史
上
悲
マ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
・
存
ジ
マ
ス
、
而
シ
テ
我
国
ノ
今
日
ハ
、

果
シ
テ
如
何
ナ
ル
境
遇
二
立
至
ツ
テ
居
ル
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
…
…
、
遠
カ
ラ
ズ

七
七
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吾
国
ハ
東
洋
ノ
先
進
先
輩
ト
ナ
リ
又
東
洋
ノ
盟
主
ト
ナ
ル
ト
存
ジ
マ
ス
、
筍
モ

他
国
二
対
シ
固
晒
頑
迷
ヲ
打
破
り
、
傲
慢
ヲ
懲
シ
、
後
進
国
ノ
模
範
ト
ナ
リ
、

亀
鑑
ト
ナ
ッ
テ
此
後
進
国
二
向
ツ
テ
制
度
ノ
改
革
ヲ
施
シ
、
此
後
進
国
ヲ
シ
テ

進
歩
文
明
二
導
カ
ス
ナ
ラ
バ
須
ラ
ク
先
ヅ
己
ガ
自
国
ヲ
改
良
シ
他
二
率
先
シ
テ

先
ヅ
改
良
ヲ
加
へ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
卜
云
フ
コ
ト
ハ
勿
論
デ
ア
リ
マ
ス
…
…
、

今
日
迄
ノ
年
来
ノ
経
験
二
徴
シ
マ
ス
ト
決
シ
テ
一
国
ノ
安
寧
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ズ

シ
テ
、
或
ル
ー
部
分
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
条
例
デ
ア
ル
、
則
チ
政
府
ノ
政
策
二
反
対

ス
ル
モ
ノ
ヲ
む
や
み
に
一
モ
ニ
モ
ナ
ク
追
放
シ
ダ
…
…
此
条
例
ハ
政
府
二
取
ツ
テ

ハ
読
ム
デ
字
ノ
如
ク
保
安
条
例
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
、
併
ナ
ガ
ラ
是
ヲ
吾
人
ガ
眼

０

カ
ラ
観
察
ヲ
下
シ
マ
ス
レ
バ
却
テ
危
険
極
マ
ル
条
例
デ
ア
ル
ト
断
言
」
す
る
。

次
に
自
由
党
野
口
髪
も
「
毎
年
現
ル
、
所
ノ
廃
止
案
デ
ア
ッ
テ
見
マ
ス
レ
バ

則
チ
是
ハ
天
下
ノ
輿
論
デ
ア
ル
．
．
…
。
、
然
ル
ー
政
府
ハ
輿
論
二
反
シ
テ
モ
尚
ホ

斯
ノ
如
キ
不
都
合
ナ
ル
所
ノ
保
安
条
例
ヲ
保
存
」
す
る
の
は
不
徳
義
極
ま
る
と

政
府
の
姿
勢
を
せ
め
た
。
例
の
法
制
局
長
官
末
松
謙
澄
が
登
壇
し
駁
論
し
て
、

「
先
刻
発
議
者
ノ
言
ハ
レ
タ
ノ
ニ
政
府
ハ
や
た
ら
無
性
二
幾
度
モ
適
用
シ
タ
カ

ノ
如
ク
ニ
述
べ
ラ
レ
マ
シ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
是
ハ
大
二
事
実
ガ
違
ツ
テ
居
ル
コ
ト

デ
ア
リ
マ
ス
、
或
時
一
天
議
員
諸
君
ヲ
保
護
ス
ル
ガ
タ
メ
ニ
適
用
サ
レ
、
議
員

諸
君
モ
大
二
喜
ム
ダ
コ
ト
ガ
ア
ル
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
一
国
ノ
治
安
ヲ
保
ツ
ガ
タ
メ

ニ
秘
密
結
社
ヲ
禁
止
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
最
モ
必
要
ナ
ル
箇
条
デ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
、

而
シ
テ
保
安
条
例
ヲ
除
ク
ノ
外
我
法
律
二
於
テ
秘
密
結
社
ヲ
禁
ズ
ル
ノ
手
段
ハ

ナ
イ
…
…
、
果
シ
テ
戦
後
二
至
ツ
テ
日
本
ノ
時
勢
ノ
如
何
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト

ハ
予
メ
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
随
分
之
ガ
タ
メ
ニ
ハ
他
ノ

ー
方
カ
ラ
見
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
戦
後
人
心
激
昂
ノ
場
合
ガ
生
ジ
ナ
イ
ト
云
う
コ
ト

㈱

モ
言
ハ
レ
ナ
イ
」
云
々
・
衆
議
院
は
、
今
回
も
即
日
可
決
を
し
た
の
で
あ
る
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

貴
族
院
は
一
月
一
四
日
に
第
一
読
会
を
開
い
た
。
議
案
の
朗
読
後
ま
ず
例
の

安
藤
則
命
が
衆
議
院
で
の
政
府
委
員
の
演
説
に
は
疑
問
が
あ
る
と
し
た
の
で
、

末
松
法
制
局
長
官
は
衆
議
院
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
秘
密
結
社
に
対
す
る
制
裁

は
保
安
条
例
に
し
か
な
い
と
の
べ
た
後
「
或
ル
場
合
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
色
々
ナ

秘
密
ノ
コ
ト
ヲ
企
テ
ル
ト
云
う
様
ナ
ル
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
時
分
二
未
ダ
其
事

ガ
刑
法
ノ
処
為
二
依
ツ
テ
直
二
罰
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
…
…
其
場
合
二
於
キ

マ
シ
テ
モ
事
実
ハ
已
二
国
家
ノ
治
安
上
其
他
二
於
テ
、
十
分
ノ
取
締
ヲ
必
要
ト

ス
ル
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
…
…
保
安
条
例
ノ
中
二
於
キ
マ
シ
テ
唯
一
ノ
退
去
ト
カ

云
フ
ノ
ミ
デ
ナ
ク
是
レ
ニ
ハ
段
々
箇
条
モ
ア
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
秘
密
結
社

㈱

ノ
如
キ
ハ
余
程
重
キ
ヲ
置
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
」
で
あ
る
と
力
説
し
た
。

続
い
て
安
藤
が
持
論
の
「
行
政
警
察
官
ノ
精
神
ガ
即
チ
保
安
条
例
デ
ア
ル
ト

考
ヘ
ル
、
保
安
条
例
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
行
ハ
ズ
ト
宜
イ
ト
考
ヘ
テ
居
り
マ
ス
…
…

行
政
警
察
官
ノ
精
神
ヲ
以
テ
秘
密
結
社
デ
モ
何
デ
モ
無
形
ノ
事
二
係
ル
コ
ト
ハ

随
分
取
調
ガ
出
来
ル
」
で
は
な
い
か
と
政
府
委
員
に
廃
止
論
を
く
り
返
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
末
松
が
、
「
行
政
警
察
権
卜
申
ス
モ
ノ
ハ
随
分
其
施
行
ノ
範
囲

ハ
広
イ
…
…
随
分
大
概
ノ
コ
ト
ハ
出
来
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
、
併
ナ
ガ
ラ
愈
々

犯
罪
ト
ナ
ラ
ナ
イ
以
上
ハ
…
…
容
易
二
之
ヲ
警
察
官
ガ
勝
手
二
…
…
責
問
ス
ル

ト
カ
云
う
様
ナ
コ
ト
ハ
出
来
兼
ネ
ル
」
か
ら
法
律
に
明
文
の
禁
止
規
定
が
必
要

で
あ
る
と
答
弁
を
し
た
。
二
人
の
や
り
と
り
の
後
、
第
四
議
会
、
第
五
議
会
と

６０

同
じ
よ
う
に
廃
止
法
案
審
査
委
員
の
選
定
が
議
長
に
委
託
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
月
二
三
日
、
第
一
読
会
続
会
の
最
初
、
副
委
員
長
男
爵
槙
村
正
直

が
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て
簡
単
な
こ
と
だ
と
い
い
な
が
ら
報
告
し
た
の
は
、

「
保
安
条
例
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
憲
法
発
布
ョ
リ
以
前
二
出
来
タ
モ
ノ
ナ
ル
故
二
、

其
儘
憲
法
二
、
少
シ
憲
法
ノ
趣
意
二
違
フ
コ
ト
モ
ア
ラ
ウ
卜
云
フ
ニ
依
ツ
テ
、

七
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是
レ
ハ
廃
止
ス
ル
ガ
宜
シ
イ
、
此
議
案
ノ
通
リ
ニ
可
決
ス
ル
ガ
宜
シ
イ
ト
云
う

論
モ
出
マ
シ
テ
、
所
ガ
又
何
分
此
時
勢
ノ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
カ
ラ
、
唯
今

之
ヲ
廃
ス
ト
云
フ
訳
ハ
ナ
イ
、
其
儘
是
レ
ハ
存
シ
テ
置
ク
ガ
宜
シ
イ
ト
云
う
論

ガ
出
マ
シ
テ
、
其
唯
ニ
ッ
ノ
論
ギ
リ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
決
ヲ
採
リ
マ
シ
タ
ラ

バ
此
廃
止
法
案
ハ
否
決
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
云
う
方
へ
多
数
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
：
…
・
」

’

四
条
に
限
ら
ず
格
別
議
論
に
な
ら
ず
、
三
人
対
四
人
で
否
決
を
し
た
と
い
う
。

内
相
野
村
靖
が
存
続
論
を
の
べ
た
。
「
行
政
上
将
来
二
於
キ
マ
シ
テ
我
国
二

於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
即
チ
積
極
若
ク
ハ
消
極
事
業
ハ
益
々
取
ツ
テ
参
ラ
ヌ
ケ
レ
バ

ナ
ラ
ヌ
時
期
二
際
シ
テ
居
ル
：
…
。
、
軽
躁
浮
薄
少
年
血
気
ノ
徒
ノ
起
リ
マ
シ
テ

其
一
般
ノ
人
心
激
昂
二
際
シ
テ
過
激
ノ
挙
動
ガ
ア
ル
マ
イ
ト
ハ
保
証
ヲ
致
ス
コ
ト

ハ
出
来
マ
セ
ヌ
…
…
公
共
二
属
シ
マ
ス
ル
直
接
間
接
二
拘
リ
マ
セ
ズ
、
公
共
二

属
シ
マ
ス
ル
所
ノ
コ
ト
ハ
必
ズ
ヤ
以
後
積
極
消
極
二
拘
リ
マ
セ
ズ
事
業
ヲ
為
シ

テ
参
ル
上
カ
ラ
ハ
、
即
チ
之
ヲ
発
達
セ
シ
メ
ル
所
ノ
保
護
ヲ
加
ヘ
ル
ハ
必
要
デ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
…
…
故
二
将
来
二
於
キ
マ
シ
テ
之
ヲ
廃
シ
マ
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト

ハ
甚
ダ
秩
序
ヲ
保
チ
マ
ス
ル
上
二
於
テ
或
ハ
差
障
り
ヲ
致
ス
コ
ト
ト
信
用
致
シ

㈱

マ
ス
ル
故
二
、
何
卒
廃
止
ノ
コ
ト
ハ
ナ
イ
様
二
偏
二
希
望
」
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
子
爵
谷
干
城
が
登
壇
し
て
今
回
も
憲
法
論
。
「
憲
法
ノ
ー
十
三
条
ニ
ハ

何
ト
ア
リ
マ
ス
ル
カ
、
日
本
臣
民
ハ
法
律
二
依
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
逮
捕
監
禁
審
問

処
罰
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
明
二
斯
ウ
出
テ
居
ル
、
…
…
憲
法
二
明
記
サ
レ
テ

ア
ル
モ
ノ
ヲ
其
前
二
出
ダ
ル
所
ノ
極
刻
薄
ナ
ル
行
政
処
分
ヲ
以
テ
有
事
無
事
二

人
ヲ
引
ッ
捕
ラ
マ
へ
人
ヲ
叩
出
ス
ト
云
フ
モ
ノ
」
を
存
置
す
る
の
は
道
理
か
、

「
現
二
是
レ
ハ
憲
法
ニ
惇
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
」
か
ら
廃
止
す
る
べ
き
だ
。

末
松
委
員
が
答
弁
し
て
、
「
成
ル
程
法
律
二
依
ラ
ザ
レ
バ
逮
捕
監
禁
ハ
出
来
ナ
イ

ノ
デ
ア
ル
、
退
去
ヲ
命
ズ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
直
二
之
ヲ
逮
捕
監
禁
ス
ル
ト
云
う

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

コ
ト
ト
ハ
、
大
二
意
味
ガ
違
フ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
勿
論
此
条
例
二

依
ツ
テ
退
去
ヲ
命
ジ
マ
シ
テ
而
シ
テ
其
命
令
二
従
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
禁
銅
二
処
ス
ル

ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
り
マ
ス
、
斯
ノ
如
キ
コ
ト
ハ
他
ニ
モ
段
々
ア
ル
、
或
ル

行
政
官
ガ
或
ル
事
ヲ
シ
テ
夫
レ
ニ
従
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
斯
ウ
云
う
処
罰
ヲ
ス
ル
ト

云
フ
コ
ト
ハ
随
分
ア
リ
マ
ス
ル
」
と
し
て
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
し
た
の
で
、

再
び
谷
が
く
り
返
し
て
、
「
抑
々
憲
法
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
臣
民
二
訴
権
ヲ
許
シ
テ

居
ル
、
柾
ゲ
ラ
レ
タ
コ
ト
ガ
ア
レ
バ
訴
ヘ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
…
…
所
ガ
此
保
安

条
例
ハ
ド
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
、
私
ハ
ド
ウ
モ
決
シ
テ
逐
ハ
ル
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ

ア
リ
マ
セ
ヌ
ト
云
ウ
テ
…
…
訴
ハ
聞
カ
ナ
イ
、
有
事
無
事
言
ハ
ズ
ニ
逐
出
シ
テ

夫
レ
ヲ
拒
メ
バ
必
ズ
牢
二
入
レ
ル
、
裁
判
所
二
訴
ヘ
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
」
と

し
た
の
に
対
し
て
末
松
、
「
総
テ
ノ
行
政
処
分
ノ
如
キ
モ
ノ
何
事
ヲ
モ
尽
ク
異
存

㈱

ヲ
申
立
ツ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
う
憲
法
ノ
明
文
ハ
決
シ
テ
ナ
イ
」
と
反
論
。

続
い
て
ま
た
安
藤
が
一
つ
覚
え
を
く
り
返
し
た
。
「
抑
々
保
安
条
例
ハ
実
地

取
締
二
附
キ
有
害
無
益
ナ
ル
条
例
卜
私
ハ
認
メ
テ
居
マ
ス
ル
、
殊
二
此
条
例
二

対
シ
テ
行
政
警
察
官
ノ
精
神
二
付
テ
大
関
係
ガ
ア
リ
マ
ス
ル
甚
ダ
不
都
合
ナ

廉
々
ガ
見
エ
マ
ス
ル
、
又
人
民
ヲ
保
護
ス
ル
警
察
官
ト
シ
テ
、
人
民
ノ
思
想
二

立
入
ツ
テ
唯
想
像
バ
カ
リ
ヲ
以
テ
之
ヲ
拘
引
致
シ
マ
シ
テ
其
上
一
言
ノ
取
調

ナ
ク
直
二
之
二
軽
重
ノ
罪
ヲ
加
へ
速
二
退
去
ヲ
致
シ
マ
ス
条
例
デ
ア
リ
マ
ス
ル

カ
ラ
実
二
不
法
ノ
義
ト
私
ハ
信
ジ
テ
居
マ
ス
…
…
憲
法
ノ
精
神
二
反
シ
タ
ル
、

立
憲
政
治
ノ
体
面
ヲ
辱
シ
ム
ル
不
法
ナ
ル
保
安
条
例
」
で
あ
る
。
そ
の
規
定
の

事
柄
は
す
べ
て
警
察
の
尽
す
べ
き
本
職
で
あ
る
し
、
四
条
の
退
去
者
の
標
準
に

㈱

不
祥
不
吉
の
文
句
を
永
久
保
存
し
て
、
比
類
を
み
な
い
悪
法
だ
と
論
難
し
た
。

終
り
に
氏
名
点
呼
を
し
た
結
果
は
、
出
席
総
数
一
六
四
人
中
、
廃
止
法
案
を

㈱

可
と
す
る
議
員
は
五
七
、
否
と
す
る
議
員
一
○
七
、
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七
九
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の
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
四
議
会
二
○
～
一
頁
、
「
帝
国
議
会
貴
族
院

議
事
速
記
録
」
第
八
議
会
一
○
七
頁
。

③
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
一
議
会
一
六
一
～
二
頁
、
「
帝
国
議
会
貴
族
院

議
事
速
記
録
」
第
四
議
会
一
○
七
頁
。

③
尾
崎
三
良
「
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝
」
中
巻
昭
和
五
二
年
二
三
○
～
一
頁
。

側
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
編
纂
会
「
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
」
七
巻
昭
和
九
年
五
三
五

頁
、
明
治
二
三
年
一
二
月
一
三
日
付
東
京
日
々
新
聞
。
命
令
の
条
項
違
犯
云
々
の
件
は

明
治
二
三
年
法
律
八
四
号
で
、
そ
の
改
廃
法
案
は
第
一
、
第
三
～
第
六
、
第
八
議
会
で

衆
議
院
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
不
成
立
。

⑤
衆
議
院
参
議
院
、
議
会
制
度
七
十
年
史
二
巻
「
帝
国
議
会
議
案
等
件
名
録
」
昭
和

三
六
年
一
六
○
頁
、
四
八
三
頁
以
下
。

⑥
衆
議
院
参
議
院
、
議
会
制
度
七
十
年
史
六
巻
「
政
党
会
派
編
」
昭
和
三
六
年
。

⑦
前
掲
政
党
会
派
編
二
五
○
頁
。

⑧
前
掲
帝
国
議
会
議
案
件
名
録
付
表
二
頁
。

側
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
一
議
会
七
八
頁
。
所
属
は
前
掲
政
党
会
派
編

に
よ
る
。
第
二
議
会
以
降
、
廃
止
法
案
の
提
出
と
提
出
者
の
所
属
に
つ
い
て
一
々
付
註

す
る
の
を
省
略
す
る
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
一
六
三
頁
。

伽
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
一
六
一
～
二
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
一
六
三
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
二
一
四
～
五
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
三
六
六
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
一
議
会
三
六
七
頁
以
下
。
前
掲
「
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
」

八
巻
昭
和
九
年
一
二
～
三
頁
、
明
治
二
四
年
一
月
一
五
日
付
東
京
日
々
新
聞
、
同
日
付

読
売
新
聞
参
照
。

㈹
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
一
議
会
七
二
二
～
三
頁
。
七
二
五
頁
以
下
で
、

閉
会
の
後
議
長
が
演
説
し
て
「
憲
法
ノ
生
活
ノ
上
二
付
テ
ハ
已
二
諸
君
ガ
憲
法
ノ
下
二

在
ツ
テ
十
分
ナ
ル
誠
心
ヲ
鳩
ク
サ
レ
テ
此
憲
法
ノ
柱
楯
ト
ナ
ラ
レ
タ
」
と
讃
え
た
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

伽
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
二
議
会
五
○
～
一
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
二
議
会
五
一
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
二
議
会
五
一
～
二
頁
。

帥
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
二
議
会
九
四
頁
以
下
。

伽
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
三
議
会
一
六
一
頁
。
野
口
と
加
藤
の
二
人
は
、

埼
玉
選
出
議
員
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。

剛
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
三
議
会
二
一
三
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
三
議
会
二
一
三
～
四
頁
。

伽
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
三
議
会
一
二
六
頁
。
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
「
伊
藤
博
文

関
係
文
書
」
二
巻
昭
和
四
九
年
二
○
九
頁
伊
東
巳
代
治
は
伊
藤
枢
府
議
長
に
あ
て
、
政
府

は
「
多
少
の
責
任
ハ
免
か
れ
さ
る
儀
と
被
存
候
事
情
有
之
候
」
と
か
い
た
。

鯛
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
三
議
会
二
一
八
頁
。

㈱
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
三
議
会
二
一
ゼ
頁
、
一
二
九
頁
、
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事

速
記
録
」
第
三
議
会
一
九
三
頁
、
三
二
三
頁
。

伽
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
四
議
会
六
頁
。

㈱
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
四
議
会
一
八
九
～
九
○
頁
。

側
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
四
議
会
一
九
○
頁
。

帥
前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
四
議
会
一
九
一
～
二
頁
。

細
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
四
議
会
五
六
～
七
頁
。

例
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
○
四
頁
。

㈱
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
○
五
～
六
頁
。

帥
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
○
七
～
八
頁
。

鯛
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
二
○
～
一
頁
。

鯛
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
○
五
頁
、
二
三
～
四
頁
。

帥
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
○
九
～
一
○
頁
。

㈱
穂
積
陳
重
「
法
窓
夜
話
」
岩
波
文
庫
版
昭
和
五
五
年
四
二
頁
。

㈹
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
二
二
～
三
頁
。

側
前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
四
議
会
一
一
四
頁
。

八
○



284

●

㈱㈱㈹㈹《1)㈱卿側刷61)剛㈹㈹㈹ ㈱
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
六
議
会
三
頁
、
廃
止
法
案
の
提
出
の
記
事
が

み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
同
議
会
で
は
、
議
員
提
出
の
法
案
は
す
べ
て
不
成
立
。

㈹
「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
七
議
会
、
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
一
○
二
頁
以
下
。

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
一
○
七
～
八
頁
。

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
一
○
九
頁
。
な
お
「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」

第
一
二
議
会
一
七
九
～
八
○
頁
、
明
治
三
一
年
六
月
四
日
の
廃
止
法
案
第
一
読
会
で
は
、

出
席
一
九
五
人
、
可
と
す
る
議
員
一
○
六
、
否
と
す
る
議
員
八
九
で
、
そ
の
日
に
可
決

し
た
の
で
あ
る
。

第
七
議
会
、
前
掲
帝
国
議
会
議
案
件
名
録
付
表
一

「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
八
議
八

前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
八
議
会
四
六
～
七
頁
。

前
掲
衆
議
院
速
記
録
第
五
議
会
九
五
頁
。

「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
五
議
八

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
五
議
会
七
六
頁
以
下
。

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
一
○
一
頁
。

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
一
○
一
～
一

「
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
」
第
八
議
会
四
五
～
六
頁
。

前
掲
貴
族
院
速
記
録
第
八
議
会
四
七
～
八
頁
。

「
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
」
第
五
議
会
九
四
頁
。

第
九
議
会
治
安
警
察
法
案
口
（
新
井
勉
）

前
掲
帝
国
議
会
議
案
件
名
録
付
表
二
頁
。

○
一
～
二
頁
。

○
二
頁
以
下
。

第
五
議
会
七
六
頁
。

第
八
議
会
二
～
三
頁
、

四
六
頁
。

八
一


